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「兵庫・憲法県政の会」検索！ 【部内資料】 

 

「
憲
法
が
輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会
」
は
２
月
１
５
日
、
第
２

１
回
定
期
総
会
を
開
き
、
新
年
度
の
活
動
方
針
や
新
役
員
体
制
な
ど

を
決
め
ま
し
た
。 

【
開
会
あ
い
さ
つ
】 

石
川
康
宏
代
表
幹
事 

 

今
日
は
、
選
挙
直
前
１
年
間
の
方
針

や
役
員
を
決
め
る
大
切
な
総
会
で
す
。

前
回
の
よ
う
に
候
補
者
が
直
前
ま
で
決

ま
ら
な
い
と
い
う
状
況
は
、
な
ん
と
し

て
も
避
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

２
月
４
日
に
は
前
橋
市
長
選
挙
で
広

く
共
闘
し
た
野
党
の
側
が
勝
利
し
ま
し

た
。
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
重
要
性
は

明
ら
か
で
す
。
他
方
で
、
京
都
市
長
選

挙
の
結
果
は
残
念
で
し
た
が
、
あ
く
ま

で
要
求
を
も
と
に
市
民
の
中
に
合
意
の

輪
を
広
げ
て
い
く
福
山
候
補
の
取
り
組

み
は
教
訓
的
で
し
た
。
大
い
に
学
び
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

先
日
、
２
０
２
２
年
に
岸
本
区
長
を

生
ん
だ
杉
並
区
長
選
の
記
録
映
画
を
観

て
き
ま
し
た
。
「
兵
庫
民
報
」
の
新
年

座
談
会
で
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
重
視

し
ま
し
た
が
、
「
市
民
が
政
治
を
変
え

る
」
を
女
性
が
前
面
に
立
っ
て
果
た
し

て
い
く
様
子
は
実
に
リ
ア
ル
な
も
の
で

し
た
。
そ
の
後
の
区
議
選
で
議
会
の
男

女
比
を
逆
転
さ
せ
て
い
っ
た
取
り
組
み

も
見
事
で
す
。
こ
ち
ら
も
大
い
に
学
び

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
日
の
議
事
に
は
出
席
者
全
員
で
の

グ
ル
ー
プ
討
論
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ

を
実
践
す
る
取
り
組
み
の
小
さ
な
一
歩

で
す
。
「
知
事
選
に
ど
う
取
り
組
む

か
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
ぜ
ひ
た
く
さ

ん
出
し
合
っ
て
下
さ
い
。
各
種
の
報
告

も
そ
の
つ
も
り
で
聞
い
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
発
言
】 

県
原
水
協 

梶
本
修
史
事
務
局
長 

 

世
界
と
日
本
は
、

間

違

い

な

く
「
戦

争
」
「
国
家
分
断
」

の
岐
路
に
あ
り
ま

す
。
兵
庫
県
も
無
関

係
で
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
兵
庫
県
は
、
私

た
ち
が
考
え
る
以
上

の
「
戦
争
国
家
づ
く

り
」
貢

献

の

県

で

す
。
陸
・
海
・
空

の

全
分
野
で
軍
事
化
が
す
す
み
、
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

【
陸
】
「
防
衛
」
の
中
核
を
担
い
東
海

～
中
・
四
国
の
２
府
１
９
県
を
統
括
す

る
陸
上
自
衛
隊
中
部
方
面
隊
の
司
令
部

が
存
在
。
日
米
地
位
協
定
で
中
部
方
面

隊
の
敷
地
が
米
軍
に
提
供
も
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
も
、
県
内
の
自
衛
隊
基
地

は
、
戦
争
遂
行
に
耐
え
れ
る
よ
う
に

「
強
靱
化
」
、
増
強
す
る
計
画
で
す
。 

【
空
】
米
軍
機
が
兵
庫
県
の
空
を
自
由

に
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。
但
馬
地
域
で

は
、
１
９
９
４
年
以
来
、
米
軍
機
の
低

空
飛
行
訓
練
が
常
態
化
し
、
最
初
の
１

０
年
間
で
３
０
０
回
以
上
も
目
撃
さ
れ

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
欠
陥
輸
送
機
オ

ス
プ
レ
イ
ま
で
飛
行
し
て
い
ま
す
。
低

空
飛
行
空
域
は
、
年
間
２
０
０
０
回
以

上
も
出
動
す
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
航
行

範
囲
と
重
な
っ
て
お
り
、
危
険
は
目
に

余
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

【
海
】
兵
庫
県
管
理
の
姫
路
港
に
３
回

も
米
艦
が
寄
港
し
ま
し
た
。
非
核
証
明

書
の
提
出
を
義
務
づ
け
（
非
核
「
神
戸

方
式
」
）
４
９
年
間
も
米
軍
艦
が
寄
港

で
き
な
く
し
て
い
る
神
戸
港
と
比
べ
、

「
日
米
安
保
条
約
上
の
相
互
関
係
か
ら

特
定
の
理
由
な
し
に
拒
否
す
る
理
由
が

な
い
」
と
、
米
軍
艦
へ
の
全
面
開
放
の

立
場
さ
え
表
明
。 

 

岸
田
政
権
が
地
方
自
治
を
崩
し
て
で

も
戦
争
態
勢
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

時
に
、
危
険
な
動
き
に
同
調
す
る
姿
勢

で
は
、
県
民
の
平
和
、
安
全
を
守
れ
ま

せ
ん
。 

 

日
本
共
産
党 

庄
本
え
つ
こ
県
会
議
員 

兵
庫
県
政
に
つ
い
て
は
行
財
政
運
営

の
見
直
し
を
最
優
先
に
し
て
い
ま
す

し
、
県
民
の
暮
ら
し
や
中
小
業
者
に
寄

り
添
う
姿
勢
は
本
当
に
弱
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
約
で
あ
る
女
性

の
副
知
事
登
用
、
給
付
型
の
奨
学
金
の

創
設
、
少
人
数
学
級
の
い
ず
れ
も
棚
上

げ
に
し
た
ま
ま
で
す
。
特
に
少
子
化
を

理
由
に
公
立
高
校
を
統
廃
合
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
少
人
数
学
級
に
し
た

ら
学
級
数
が
増
え
ま
す
の
で
、
公
約
通

り
に
や
れ
ば
統
廃
合
す
る
必
要
は
全
く

あ
り
ま
せ
ん
。 

２
０
２
４
年
度
の
予
算
か
ら
見
て
み

ま
す
と
、
高
等
教
育
の
負
担
軽
減
な
ど

若
年
層
へ
の
対
策
を
強
化
す
る
一
方
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
な
ど
大
企
業
を
中
心
と

し
た
産
業
立
地
促
進
補
助
を
積
み
な
が

ら
、
中
小
企
業
へ
の
直
接
的
な
支
援
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
元

か
ら
そ
も
そ
も
必
要
が
な
い
と
批
判
さ

れ
て
い
る
播
磨
臨
海
地
域
道
路
事
業
に

は
、
７
３
０
０
万
円
の
調
査
費
が
つ
い

て
い
ま
す
。 

能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
未
だ
に

復
旧
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
中
、
大

阪
・
関
西
万
博
の
予
算
も
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
体
験

し
た
県
と
し
て
、
そ
の
教
訓
を
活
か
し

能
登
半
島
地
震
の
復
旧
・
復
興
に
力
を

注
ぐ
べ
き
で
す
。 

県
議
会
は
共
産
党
以
外
オ
ー
ル
与
党

で
す
。
２
名
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
県
民
の
要
求
実
現
の
た
め
に
頑
張

り
ま
す
。
そ
し
て
来
年
の
知
事
選
挙
が

本
当
に
大
事
で
す
。
県
民
の
暮
ら
し
を

し
っ
か
り
支
え
る
兵
庫
県
政
に
し
て
い

く
た
め
に
、
私
た
ち
も
一
緒
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

総
会
で
は
、
石
川
康
宏
代
表
幹
事
の

挨
拶
の
後
、
土
井
直
樹
事
務
局
長
が
議

案
を
提
案
し
ま
し
た
。 

 

斎
藤
県
政
に
つ
い
て
、
「
何
よ
り
も

行
財
政
運
営
の
見
直
し
を
最
優
先
に
か

か
げ
る
一
方
で
、
地
方
自
治
の
魂
と
も

い
う
べ
き
『
住
民
福
祉
の
増
進
』
は
後

景
に
追
い
や
り
、
県
民
の
生
活
苦
や
痛

み
に
寄
り
そ
う
姿
勢
が
欠
落
し
て
い

る
」
と
指
摘
し
、
「
県
政
の
転
換
を
願

う
新
し
い
市
民
運
動
を
展
開
す
る
個

人
・
団
体
と
要
求
が
一
致
す
れ
ば
共
同

は
可
能
。
共
同
候
補
者
も
視
野
に
入

れ
、
共
同
の
取
り
組
み
を
追
求
す
る
」

と
の
活
動
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。
、 

 

全
体
会
で
２
人
が
発
言
し
、
そ
の

後
、
参
加
者
全
員
が
６
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。 

陸上自衛隊伊丹駐屯地創隊記念行事(22年10月2日) 



 「変えよう！兵庫県政」 第４２号 ２０２４年３月１０日（２） 

グループ討論 ‐グループ討論の司会者からの報告‐ 

【第１グループ】 
（１）総会提案への質問・意見 

・取組の具体化が不十分 

・農業問題で県民の心をとらえる政策が必要 

・早く候補者の擁立を 

・県内で市民と野党の共闘できないか 

（２）斎藤県政の問題点 

・若干、県民要求にこたえる部分も見せているが国いいなりの

自民党県政の本質かわらず 

・病院・学校の統廃合や職員削減などコストカット県政だ 

・県民要求にこたえるポーズをみせながら、例えば高齢者への

冷たさはハッキリ 

・年金者組合で一番話題になっているのは「どの病院でみても

らえるのか」という不安 

・物価高の中、女性の年金少なく、もう節約するところない 

・神戸／姫路で市バスや水道料金値上げの動き→地域格差を是

正する県政でないと 

（３）県政の会への要望、活動提言 

・神戸各区の会の全体が活動交流できる場を 

・「わたしたちのこんな要求を実現する県知事を」の立場で、

年金者組合らしい選挙戦にしたい。 

・兵庫民報で知事選の分野からの政策が出はじめたが、活字だ

けではだめ。ＳＮＳ／ユーチューブ／ホームページなど大いに

活用して 

 

【第２グループ】 
 主な話題は、①青森県が

小中学校の給食無償化にむ

けて全市町に支援、②県立

大ほか県内在住者のみの学

費無償化は県内受験生を外

に追いやることも、③補聴

器への補助金は街頭でも賛

同者が多く何とかつながりたい、④杉並区長選を描いた映画の

上映運動と結んで、⑤若い世代は自分のシンドさと政治のつな

がりを理解した時に変わる、⑥街頭での対話が必要でシール投

票などを積極的に、⑦今後もこうした討議の機会をもうけてほ

しい等。 

 

【第３グループ】 
 県政の問題点として、①教育問題では、教員数が足りず、

学校統廃合で人件費削減などで教育現場が疲弊。少人数学級の

実現なども困難。教育に対する県政のビジョンがない。②平和

の問題では戦争する国への雰囲気作りが進む。自治体を巻き込

んだ取り組みが必要。③県の労働の現場でも非正規が増え労働

条件が悪化。 

今後の活動として、①県政が県民に身近でなく関心が低い。

三田市長選で病院統廃合で関心が集まったように県政が県民の

暮らしと結びついていることをどう知らせていくか、②地域に

よっても違う。学校統廃合問題も姫路と神戸ではビラの受け取

りや関心に差がある。③ＳＮＳやネットの活用 

  

【第４グループ】 
各分野から生活者としての県民の視点から鋭い指摘がされま

した。人口減少が激しく地域が持たなくなっている。県職員の

４割出勤のめざすものは？労働者数、非正規の数を県はつかん

でいない、大学は医療・看護系がたくさんあるが、エッセン

シャルワーカーの最低賃金、全国一律最低賃金の底上げは喫緊

の課題。「女性の貧困」、ジェンダー平等に向き合わず、子ど

もの医療費１８歳までの無料化とあたりまえの医療、学校給食

費・教育費の無償化は市町任せで、市民病院、学校、幼稚園の

統廃合など、公共の財産を投げ捨て。農業県でありながら農業

支援が弱く、気候対策も

弱い。播磨臨海道路など

古いゼネコン型県政で、

住民の生活は悪くなるば

かり。 

どこに展望があるか。

ローカル線廃止に自治体

が反対しているので知事も同意することができないでいること

や、中学校給食運動はじめ当事者が声をあげ、市民運動が自治

体を動かしていることです。「県政の会」・私たちの運動を地

域・職場でどのように大きく知らせていくかが、今後の課題で

す。 

 国に追従し、効率・利潤優先の県政から、公共財産を守り活

かす、非核「神戸方式」攻撃に屈しない、平和と県民生活を守

る「住民が主人公」の県政に選挙で変えていこうと、思いあふ

れるミーティングになりました。 

 

【第５グループ】 
・人口減少を理由に、バスの減便、幼稚園の廃園など様々な問

題が起きている。ガソリン代の高騰に対し、県は何の対策もな

い。地域経済は疲弊している。住宅リフォーム制度の導入な

ど、地域経済活性化のために、県がやれる対策はいくらでもあ

る。県はもっと住民の声を聴いて政策を出してほしい。 

・高速道路ばかりつくっていないで、ＪＲのローカル線（加古

川・姫新・播但など）の継続について、県はもっと力を入れる

べき。住民の足を守るために、自治体と一緒になって頑張って

いる県がある。県民の暮らしを最優先に考えるという視点に

たって税金の使い道を考えてほしい。 

 

【第６グループ】 
・一人でも多くの県民が自分の要求を掲げた知事選になるよう

にするべき。ただ、連日報道される国政などと比べて、県政は

多くの県民にとって身近なものではないので、「どういう県政

を望みますか」という呼びかけでは、なかなか要求が集まらな

い。だから、今の生活で困っていることを集めて、県政を変え

れば解決できるという形で政策化していく必要がある。 

・斉藤県政の問題点を広く県民に知らせて、県政を変えようと

いう呼びかけももちろん大切だが、現県政の批判だけではなく

て、こういう県政を実現しようという前向きな政策を早く作っ

ていくべきだ。また、個人や団体に広く呼び掛けて、インパク

トのある共闘候補が擁立できればいいと思う。 

 

【閉会あいさつ】 

櫻井文子代表幹事 
 今回の新しい試みのグ

ループ討論会、いかがでし

たか。とても楽しかったで

すね。もっと喋りたいと、

時間が足りなかったと、や

はりみんなのお喋りの中で

練り上げていくっていう今日の新しい取り組みで、県政の会も

「アップデート」しています。短時間ではありましたが、地

域、団体、職場から、こんな県政にしていくのだと、課題も持

ち寄って豊かな討論になったと思います。  

 物価高、上がらない賃金、働いても半分は税金取られ、政治

によって国民生活、命が壊される中、 この岸田政権、自民党

丸ごとの裏金、政治資金の私物化、統一協会との癒着に国民誰

もが今、「腐りきった自民政治をもう終わりにしよう！」と怒

りの世論と、「主権者は私！」の市民政治が大きく歴史を動か

している情勢だと思います。 

 子どもたちが「今の日本おかしいよ」と声をあげています。

子どもたちに説明できない今の自民政治の酷さに、心底、怒り

の声を発し、変えていきましょう！この兵庫から、県民誰もが

笑顔でくらすことのできる時代を子どもたちと一緒に迎えたい

です。共にがんばりましょう。 


